
タカチ写真

環境活動レポート

タカチ工業株式会社

**活動期間**

令和3年8月1日～令和4年7月31日

**作成日**

令和4年9月29日
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１．会社概要

◆ 名称及び代表者名

タカチ工業株式会社 代表取締役　髙橋儀隆

◆ 所在地

本社：長野県長野市篠ノ井小森字西原787-1

倉庫：長野県長野市松代町松代984

◆ 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者　髙橋　儀隆 連絡先：026-292-4702

環境管理事務局　稗田　翔子 連絡先：026-292-4702

◆ 事業内容

・給排水設備工事、衛生設備工事、浄化槽設備工事、空調工事

　以上の設計、積算、現場施工、施工管理

・労働者派遣事業

◆ 事業の規模

資本金 1,430万円

売上高 284,432千円

従業員数 20名

床面積 223.95㎡

◆ 事業年度

8月1日～翌年7月31日

タカチ工業株式会社



タカチ工業は「経営理念」に基づき、社員の共感を重視し環境に

やさしい持続可能なエコロジーを目指すものとし、継続的に

改善に取り組みます。

1.　事業活動に関する環境関連法規制等を遵守する

2.　事業活動に使用する化石燃料等の節約を推進する

3.　事業活動で使用する資材などは環境に配慮した物品を使用する

4.　事務所及び現場の節水に取り組む

5.　環境負荷の少ない設計施工をする

6.　事業活動で発生する産廃の3Rに取り組む

7.　この環境方針を全社員に周知し、実施する

制定日：令和1年10月18日

代表取締役　髙橋　儀隆

タカチ工業株式会社

～環境経営方針～



３．実施体制組織図

・環境経営に関するすべての責任と運用についての権限を持つ

・環境管理責任者の任命

・環境経営方針の策定・見直し及び従業員への周知を行う

・全体の評価と見直しを実施する

・環境経営の構築、運用、管理に必要な資源・設備を整える

・環境経営システムを構築し、実施・管理を行う

・環境経営目標・環境経営活動計画書を確認する

・環境経営活動の取組みを監視、確認し環境目標の達成を評価する

・問題点の改善及び予防・見直しについて必要な処置を行う

・環境への負荷及び取組み自己チェック表を確認し、承認する

・運用体制を構築し、各実行責任者を任命する

・責任範囲内の環境目標及び方針を周知する

・環境経営活動計画を実施し事務局へ達成状況の報告をする

・責任範囲内の問題点の発見、及び是正と予防処置の実施する

・環境経営システムのすべての事務処理を行う

・環境負荷及び取組みの自己チェックを実施し、環境管理責任者に報告する

・環境活動計画書を作成し、実施結果を集計後、環境管理責任者に報告する

・文書及び記録の管理と保管を行う

・外部コミュニケーションの窓口を行う

・従業員及び関係者への教育訓練計画と実施する

・環境経営方針の理解及び取組みの重要性を自覚する

・自主的、積極的に環境活動に参加する

・問題点や改善点は部門長へ報告する

担当 実施内容

代表取締役

髙橋　儀隆

環境管理責任者

髙橋　儀隆

EA21事務局

稗田　翔子

工事部 業務部

髙橋　賢太郎 小沼　理衣

役割・責任・権限

代表取締役

環境管理責任者

部門長

事務局

全従業員



目標 2022年 2023年 2024年

基準値比△4％ 基準値比△4％ 基準値比△5％ 基準値比△5％

17366.4 17366.4 17185.5 17185.5

基準値比△4％ 基準値比△4％ 基準値比△5％ 基準値比△5％

19430.88 19430.88 19228.475 19228.475

基準値比△4％ 基準値比△4％ 基準値比△5％ 基準値比△5％

9612 9612 9511.875 9511.875

基準値比△
4％

基準値比△
4％

基準値比△
5％

基準値比△
5％

4954.08 4954.08 4902.475 4902.475

基準値比△4％ 基準値比△4％ 基準値比△5％ 基準値比△5％

16.416 16.416 16.245 16.245

基準値比△4％ 基準値比△4％ 基準値比△5％ 基準値比△5％

91154.31 91154.31 90204.79 90204.79

基準値比△4％ 基準値比△4％ 基準値比△5％ 基準値比△5％

510.72 510.72 505.4 505.4

（2018年） 基準値比△1％ 基準値比△1％ 基準値比△2％ 基準値比△2％

11930 11810.7 11810.7 11691.4 11691.4

基準値比△1％ 基準値比△1％ 基準値比△2％ 基準値比△2％

116.82 116.82 115.64 115.64

基準値比△1％ 基準値比△2％ 基準値比△2％ 基準値比△3％

33.66 33.32 33.32 32.98

　※二酸化炭素排出係数は2016年度中部電力㈱の0.485ｋｇ-CO2を使用

４．環境経営活動目標計画

方針・環境目標 取組項目 単位
基準値
2016年

2021年度 数値目標

実績

17175

化石燃料による
二酸化炭素削減

ガソリン ℓ 20240.5 16494.03

軽油 6586.43

灯油 ℓ 5160.5 4290

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

電力による二酸
化炭素削減

電力 ｋWh 18090

ℓ 10012.5

CO2排出量の削減
㎏-
CO2

94952.41 75057.10

LPG ㎏ 17.1 25.2

廃
棄
物
排
出
量
削
減

一般廃棄物の
削減

可燃ごみ ㎏ 532 480

廃プラの削減 廃プラ ｋｇ 7380

化学物質使用料の
削減

化学物質 ㎏ 34 18.8

水使用量削減
事業所
利用水

㎥ 118 146

5．環境経営活動項目の排出量推移
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【評価】

ガソリン、軽油、灯油、化学物質使用料が昨年度比で削減しており、CO2排出量も約20％の

削減となりました。

0.0
2000.0
4000.0
6000.0
8000.0
10000.0
12000.0

軽油使用料［ℓ］

0.0

1000.0

2000.0

3000.0

4000.0

5000.0

6000.0

2016年2017年2018年2019年2020年2021年

灯油使用料［ℓ］

0

5000

10000

15000

2016年2017年2018年2019年2020年2021年

産業廃棄物［ｋｇ］

0

20000

40000

60000

80000

100000

2016年2017年2018年2019年2020年2021年

CO2排出量［kg-CO2］

0

50

100

150

200

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

水使用量［㎡］

0

10

20

30

40

50

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

化学物質使用料［ｋｇ］



・空調温度の適正化（冷房26℃　暖房20℃） ○

・不要照明の消灯 ○

・エアコンフィルター清掃（2回/年） ○

・エアコン洗浄（1回/年） ○

・アイドリングストップ ○

・同じ現場の場合、出来るだけ乗合で行く ○

・空気圧の定期的点検 ○

・余計なものを積まない ○

・分別の徹底 ○

・帳票見直しによる印刷物の削減 ○

・裏紙の積極活用 ○

・作業ミスによる廃棄量の削減 ○

・工事現場での分別の徹底 ○

・節水シールの貼り付け ○

・洗浄工程の改善 ○

・有害性物質の表示の徹底 ○

・容器の蓋の徹底 ○

・作業ミスによる使用量増加の抑制 ○

・燃費の良い自動車の採用 ○

・事務用品グリーン購入比率向上 ○

・省資源設計、省エネ設計、省エネ機器の採用 ○

・省エネ設計 ○

・省エネ機器の採用 ○

６．環境経営活動計画の結果・評価、次年度の取組内容

【○：達成、△：努力した、×：未達成】

環境経営活動目標 目標達成手段 評価 評価・次年度の取組み

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

電力による
二酸化炭素削減

周知し取り組むことが出来
た。

化石燃料による
二酸化炭素削減 周知し取り組むことが出来

た。いい習慣になっている。

CO2排出量の削減

廃
棄
物
排
出
量
削
減

一般廃棄物の
削減

周知し取り組むことが出来
た。電子保管も進めている
ので印刷物自体も少しずつ
減ってきた。

廃プラの削減
周知し取り組むことが出来
た。

周知し取り組めた。引き続き
取り組む。

水使用量削減 引き続き取り組む。

化学物質使用料の削減
周知し取り組むことが出来
た。作業ミスによる使用料増
加報告はなかった。

環
境
配
慮

グリーン購入の推進
事務用品等購入時、積極的
にグリーン商品を選ぶように
なった。

工事への
環境配慮



７．環境関連法等の遵守

当社の企業活動に伴い適用される環境関連法等は下記一覧の通りです

該当する要求事項 遵守確認

一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・運搬・処分の
委託、管理表の運用

遵守

基準に適合した特定特殊自動車の使用 遵守

使用機器の定期点検 遵守

できる限り環境物品等を選択するよう努める 遵守

８．代表者による全体の評価と見直し

実施日：2022年9月26日

現場開始前の再発防止策及び周知・確認、社内教育の実施などで引き続き苦情がないよう

法規制等の名称

廃棄物処理法

オフロード法

フロン排出抑制法

グリーン購入法

≪遵守確認≫　令和4年8月20日　遵守確認を行い確認しました

●違反、訴訟の有無

　環境管理責任者が中心となり法規制等の遵守状況についてチェックを行い、問題がなかった

ことを確認しました。関連機関及び地域住民からの苦情も０件でした。

行っていきたいです。

努めます。

 　今期は小型バックホウが購入より11年経過していたため「安全の確保」「作業の効率化」

「環境（騒音）配慮」「修繕費の削減」を目的とし、機械を入替えました。

燃料使用量やCO2排出量が削減となったので、今後もいろいろな対策を検討、実施を



９．環境活動計画の取組状況

・使い捨て商品だったものを詰替が出来るタイプの商品へ移行しました

・SDGｓを登録し、社全体で取り組むこととなりました

・今年度新たにアルコールチェッカーを導入しました

工事部

　・掘削用にバックホー（小）1台を購入

　　　11年経過していたため安全性及び騒音・燃費・修繕費等の経費削減のため

　　　低燃費、低振動、低騒音と環境に配慮したものに入替えました

～あなたの町の水道屋～

〒388-8003

長野県長野市篠ノ井小森字西原787番地1

タカチ工業株式会社
TEL：026-292-4702 FAX：026-292-4634


